
 

 

 

総合研究大学院大学 教育研究評議会（第 29 回） 議事要旨 

 

 

平成 24（2012）年 06 月 11 日（月）13:30～15:50 

ホテルフロラシオン青山「はごろも」 

 

 

（審議事項） 

1. 平成２３事業年度に係る業務実績報告書（案）について 

及川評議員より、資料に基づき、以下の記載内容を中心に説明があった。 

①教育研究等の質の向上の状況 

②学生支援のための取組 

③組織運営の改善及び効率化 

④財務内容の改善 

⑤自己点検・評価及び情報提供 

⑥その他業務運営に関する重要目標 

また、曽根原評議員より「デュアル・ディグリー・プログラム」の現状について補足があっ た。 

審議の結果、平成２３事業年度業務実績報告書は原案のとおり承認された。 

 

2. 平成 25 年度概算要求について 

池内評議員より、資料に基づき、以下の記載内容を中心に説明があった。 

・特別経費（プロジェクト分）について 

新規：1 件、継続：5 件（総額 265,380 千円） 

・特別経費（基盤的設備等整備分）について  

①原子吸光分析装置（要求額：12,065 千円） 

②生体顕微光学計測システム（要求額：30,000 千円） 

・（独）財務・経営センター施設費交付事業（営繕費） 

引き続き、塚田評議員より新規プロジェクト「学術資料マネジメント教育プログラム開発によるグ

ローバルな人文研究者の養成機能強化（要求額：42,190 千円）」について、補足説明があった。 

また、各評議員より新規プロジェクトに関する、コース選択等の質問があった。 

審議の結果、原案とおり承認された。 

 

3. 先導科学研究科生命共生体進化学専攻外部評価の実施について 

颯田先導科学研究科副研究科長より、資料に基づき、標記委員会の日程等の説明があった。 

なお、髙畑議長より本委員会開催の趣旨説明後、以下の点について、要望があった。 

①委員と学生の意見交換の場を設けること。 

②主査を決定し、報告書のとりまとめを行うこと。 

審議の結果、原案とおり承認された。 

 

 

（報告事項） 

1. 平成２３年度決算について 

2. 教学委員会について 

3. 学生懲戒規程の制定について 

4. JSPS サマー・プログラムについて 

5. 平成 25 年度学年暦について 

6. 大学間連携共同教育推進事業について 

 

 



 

 

 

（自由討議） 

1. 博士論文研究基礎力審査にかかる本学の取組状況について 

2. 理系開講科目縦覧表について  


